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２. 起動方法 

カルミアＬがインストールされているフォルダ内の「KalmiaL.exe」を 
クリックすることで起動します。 

carte_item.csv： 受診記録一覧を表示するためのシステム用のファイルです。 

Kalmia.xml： プログラムが参照するデータベースやファイルの場所が定義して 
あるシステム用のファイルです。 

Kalmia_Light.exe： カルミアＬのプログラム本体です。 
直接の起動は出来ません。（KalmiaL.exeを起動させてください） 

「KalmiaL.exe」をクリックして起動します。 
Windowsの設定によっては.exeという拡張子が表示されていない場合が 
あります。 

バックアップ処理が実施されると、このフォルダにさらに 
「今日」「前回」「前々回」 
というフォルダが自動生成され、データベースKalmiaDB.accdbが 
そのままのファイル名でそのフォルダ内にバックアップされます。 

KalmiaDB.accdb： カルミアＳＦのデータベース(Access2007)です。 
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１. インストール 

（１） 「 kalmiaL.zip 」をインストールしたいフォルダへ解凍するだけで 
    カルミアＬがご利用になれます。 

Bk_date.txt： データベースをバックアップした最終年月日を記録するファイルです。 

Dbbk_for_Kalmia.exe： カルミアＬのデータベースバックアップ処理用のプログラムです。 

データベースのデータを戻したい場合は、 
「今日」あるいは「前回」「前々回」 

にバックアップされているデータベースを上記
フォルダにコピーして復元させてください。 



３. ログイン画面 

① ユーザーＩＤとパスワードが合わない場合は、その旨を示すメッセージが表示されます。 

カルミアがインストールされているフォルダ内の「カルミア.exe」を起動すると、ログイン画面が表示されます。 
ユーザーＩＤとパスワードを入力してログインボタンをクリックすることでログイン要求を行います。 

初期値は、半角の英文字で 
 

 ユーザーＩＤ ： admin 
 パスワード  ： admin  ←パスワードは「*****」 
                        と表示されます。 
となっています。 
 
ユーザーＩＤとパスワードは、メインウィンドウの 
「基本情報設定」より変更ができます。 

② ユーザーＩＤとパスワードの認証に成功するとメインウィンドウが開きます。 

③ ユーザーＩＤとパスワードの認証に成功すると、その日の初回起動時に一日に１回、データベースのバックアップ処理を行っています。 
     データベースは、起動直前のデータベースがプログラムを起動するフォルダ配下の「今日」というフォルダ名に格納されます。 
   バックアップは、「今日」「前回」「前々回」の３世代までを保存しています。 

カルミアＬの実行ファイル
が在るフォルダの場所に 
自動的に保存用の為の 
フォルダか作られます 
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① 「パーソナルデータ 登録」ボタンよりパーソナルデータ（従業員データ）の登録用画面が表示されます。 

従業員データの一覧表です 

表示した日の面接予定対象者が初
期表示されます。 

４. メインウィンドウ（１） 

① 

② 登録された従業員データを変更する場合は、選択従業員＋「パーソナルデータ 設定」ボタンにより変更用の画面が表示されます。 

② 

指定したい従業員の行（セル）を選択して 
②③⑤をクリックします。 

③ 

③ 選択従業員＋「受診記録表示」ボタンにより当該従業員のカルテ一覧ウィンドウを表示します。 

この例ではカレンダより8月20日を選択して、この日が面接予定の対象者の人数が表示さ
れています。この例では ２名の対象者がいることを示しています。 

④ 「基本情報設定」ボタンによりご利用者の氏名やログインＩＤ、パスワード～印刷用宛名などの設定ウィンドウを表示します。 
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④ 

⑤ 



⑤ 全データ表示ボタンをクリックすると、 
 登録されている全ての従業員（Patient)が 
 一覧表示されます。 

４. メインウィンドウ（２） 

6 

Light 

タブを切り替えて、Microsoft Outlookもしくは
Googleカレンダの予定表と連携できます。 

予定表ボタンをクリックすると、該当年月日に登録
されている予定を確認することができます。 

To予定表ボタンをク

リックすると、件名、
予定時刻および時間、
内容、場所として入力
された内容が予定表
に登録されます。 

メインでご利用になる
予定表操作について
チェックしておくと、
ウィンドウ表示時に優
先してこのタブが表示
されます。 

ＣＳＶ形式で作成されたパーソナルデータ（従業員データ）を一括
してデータベースにインポートする場合に使用します。 



① 各情報を入力して「作成」ボタンをクリックすると、新規に従業員データがデータベースに登録 
  出来ます。 

５. パーソナルデータ登録 

① 
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② 予定日のチェックボックスをチェックすることで、次回面接予定日は有効となります。 
  チェックボックスが無い日付についてはそのまま適用されます。 
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① 各情報を入力して「変更」ボタンをクリックすると、データベースの更新が行われます。 
  

６. パーソナルデータ編集 

① 

② 次回面接予定日を設定する場合は、チェックボックスをチェックしてから、年月日を設定します。 
   チェックボックスの指定が無い場合は、日付は有効とみなされません。 

② 
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① 受診記録を新たに作成する場合は「受診記録新規作成」ボタンをクリックして受診記録新規作成ウィンドウを表示します。 

７. 受診記録一覧ウィンドウ 

① 

当該従業員における作成済みカルテの 
一覧を表示します。 

② 

② 「受診記録表示・編集」および「各種印刷」「受診記録削除」は、受診記録一覧よりデータを選択して行います。 
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① 「新規作成」ボタンをクリックすると、前回作成した 
  カルテを基にして必要部分だけ変更して新たに 
  カルテ番号を採番してカルテを新規に作成すること 
  ができます。 
  （本ウィンドウの全てのタブ画面に有効です。） 

８. 受診記録編集ウィンドウ 

① 

② 当該Carte Noのデータを更新します。   
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 ８.１ 「職場復帰意見書／職場復帰・就業上配慮に関する情報提供書」画面 

② 

③ 
③ 印刷状況に合わせて日付を記録するための項目で
す。   
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① 「職場復帰支援」または「就業」を選択することにより情報提供依頼書のタイトルを変えることができます。 
  このコンボボックスをブランク（削除キーなどで空白）にすることにより、当該タイトルを空白印刷することが出来ます。 
  このコンボボックスはプレビュー用ボタン（左）と印刷用ボタン（右）の両方において連動しています。 

９. 各種印刷 

① 

 ９.１ 印刷プレビューおよび印刷実行ウィンドウ 
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職場復帰支援 
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① このプレビューイメージで接続してあるプリンターへ印刷されます。 

９.各種印刷 

 ９.２ 職場復帰に関する意見書（プレビュー） 
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① このプレビューイメージで接続してあるプリンターへ印刷されます。 

９. 各種印刷 

 ９.３ 職場復帰及び就業上の配慮に関する情報提供書（プレビュー） 
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① このプレビューイメージで接続してあるプリンターへ印刷されます。 

９. 各種印刷 

 ９.４ 職場復帰支援に関する情報提供依頼書（プレビュー） 
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① このプレビューイメージで接続してあるプリンターへ印刷されます。 

９. 各種印刷 

 ９.５ 就業に関する情報提供依頼書（プレビュー） 
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① 各項目を入力して「設定」ボタンをクリックすると各タブの値を 
       全てデータベースに保存します。 

１０. 基本情報設定 

① 

設定されている情報を基に、各タブの項目を 
初期表示します。 

 １０.１ ユーザー情報 
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１０. 基本情報設定 

① 

設定されている情報を基に、各タブの項目を
初期表示します。 

 １０.２ 印刷（宛先） 

① 各項目を入力して「設定」ボタンをクリックすると各タブの値を 
       全てデータベースに保存します。 
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１０. 基本情報設定 

① 

設定されている情報を基に、各タブの項目を
初期表示します。 

 １０.３ 印刷（文面） 

① このタブ画面では、文面の各項目を入力して「更新」ボタン 
  をクリックしてデータベースに保存します。 
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１０. 基本情報設定 

① 

設定されている情報を基に、各タブの項目を
初期表示します。 

 １０.４ Ｇｏｏｇｌｅカレンダの予定表利用に必要な情報設定 
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① 各項目を入力して「設定」ボタンをクリックすると各タブの値を 
       全てデータベースに保存します。 

Google側の変更があった場合に修正が必要
です。 



１１. 動作環境 

＜動作環境＞ 
OS : Windows ７ または Windows XP SP3 ,  Windows Vista SP1 以降 
 
.NETFramework  4 （無償）がインストールされていること 
 → http://msdn.microsoft.com/ja-jp/netframework/aa569263.aspx 
ACCESS2007もしくはACCESS2007 Runtime版（無償）がインストールされていること 
 → http://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=4438 
 
以下アプリケーションとの連動機能が可能です（無くても予定表機能以外は動作します） 
Outlook2007 
Googleカレンダー（スケジュール機能） 
 
 

＜カルミア構築構成＞ 
開発言語：Microsoft Visual C# 2010 (Microsoft .NET Framework v4.0.30319) 
環境開発：OS:Microsoft Windows７ 
使用データベース：Microsoft Access 2007 
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